
作品の解説文

大阪教育大学附属天王寺小学校

２年 脇田 良太郎 さん

「海のゴミをへらすやさしいキッチン」
人間がすてたペットボトルやビニールをエサとまちがえて食べて
しまう海の生き物がいることを絵本で知り、考えました。
①人間のせいできずついた海の生き物をたすける。
②海の中のゴミをかいしゅう・小さく分かいする。
③キッチンで使った材料ののこりカスを細かくして魚のエサに
する。

④海水をのみ水にかえたり、きれいな水にかえることができる。
⑤太陽光発電をじゅう電して動くので地球にやさしい。
⑥ＡＩロボットがおてつだいをしてくれる。
⑦海のけしきをながめながら料理や食事ができる。
みんながえがおになる楽しいキッチンです。
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